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も細長くなる。またあまり浅過ぎると，青球がプ否、

きて商品価値を失うので;注意する。

い施肥

らっきょうは府地で、もできるが，収量をあげる

ためには，かなりの施肥が必要で，現地での施肥

基準は別表のとおりである。
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病害虫防除

・根ダ;ニ 病虫害で最大のものは根ダニである。

種球をジメートエート乳剤の 2，000倍液に10分間

浸積して消毒する。また圃場での防除U:，ジメー

トエ。ートやダイシストンの粒剤を施用する。施用

の時期は融雪直後の3月下旬から 4月上旬に， 10 

アール当たり 6kg施用して中耕を行う。

・白色疫病 融雪後の 3""-'4月頃らっきょう畑が

ところどころ腐敗する病害である。防除法はJ早

植する (8月下旬)，石灰の多用を避ける。 11月中

にダイホルタン水和剤を 10アール当たり 700g，

約20kgの砂に混合して圃場全面に散布する。

除草剤の利用

1戸当たりの栽培面積が大きく，除草には多く

の労力を要するため，除草剤を利用する。

除草剤は，秋旬はクロロ 1P C (10アール当たり

300 g);春~夏は，ダクタール (10アール当たり 2

kg) を約20kgの砂に混ぜて散布している。また多

少薬害が出る(葉に由、斑点〉こともあるが，水田

用のニップ粒剤を用いている農家もある。

収穫および詰製

6月下旬頃から収穫をはじめ， 8月上旬頃まで

に終る。掘取りは 1株毎に鍬で掘り起こし，根お

よび葉を鎌で切り離したものを簡にかけて砂を落

し，カマスにつめる。収穫したものは部落の集荷

所に運んで秤量;受渡しを行い，あとは農協が処

理するが，j 切作業，水洗い，銘柄別選別，塩漬が

第一次加工の工躍である。 p

収益

10アール当たり収量は3""-'4.t了でふ農家の手耳元

価格ほkg.当たり 100円， 粗収益は2カ年間で30万

.~40万円程度でてある。

「鹿島ピーマン」の栽培と

改善を要する点

茨城県鹿島地帯特産指導所

木内 香

はじめに

鹿島ピーマンは鹿島郡南部の温暖な砂土地帯に

栽培され，その歴史は10年余を経過している。

48年の面積は212haに及び，東京市場の入荷量

27，724 tの52箔を茨城ピーマンで占め，その中で

も鹿島地方が909ぢを出荷しJ名実ともに全国的な

ピーマンの主産地を形成している。

作型

半促成，促成，早熟，抑制の 4つのタイプで栽

培されてい石が，耕

作型は半促成が主体でで、， 1戸平均25a栽培し，

連作が多く，ナス科粒物であるが，その障害や，

土壌病害発生も少なく安定した経営となってい

る。

促成栽培の普及は遅々としているが，所得率が

低く，特に作今燃料費の高騰が更にプレーキをか

け，或は減少の傾向を辿るであろう。

抑制は西爪の跡地，または半促成ピーマンを 6

月で収穫を打切り抜取って，更にピーマン詮定植

し， 8月以降に品質の優秀なものを生産すること

がねらいで，今後抑制トマトからの転換が増大す

るであろう。

定植準備

土壌病虫害に関連する立枯性エキ病，菌核病，

タバコガの幼虫の防除にはクロールピクリン，ま

た虫の密度も高いので， DD， EDBを使用して

¥ ¥る。

施肥

施肥よ注意すべき点は，砂土のために地力がな

い，流亡が甚しい，生育期間が長い等を考慮し，



は， 7，..._， 8 月にかけて市場何松も安‘くなるの~('，

9月以降多収と品質改善を考慮し，主校を10節前

後で切りもとしをじている。

代表的病虫害ιしては，灰色カピ病，ウドンコ
病，ハタゃニ， タバコガjナブラ虫等である。

収穫は 1個当り35g内外を基準にし，出荷する

際には，ポリ袋に 150g入れ，更にダンボールに

40袋つめ，い6K入で京浜市場に販売している。
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堆厩肥の不足から，切ワラを施用し， トレンチャ

ーで深さ40;"'_'50cmに撹件し，通気をはかるととも

地力培養につとめるよう指導じている。

昭和49年 5月i~ ;日

床土が材料，労力不足から，促成的なものが多

く，良前生産の御点から農協を中心とした共同育

苗を展開し，所得の平準化が急務である。

:鉢上げする鉢は，最低15cmを使用し，また上げ

てから17日前後で定植し，老化の防止と活着促進

をはかりたい。

定植時期を 3月10日前後に統一し，落花，石ピ

ーマンを防1上.したい。

ナス科植物の連作体系が多いが， llid爪等との輪

作を考え，今後予想される障害を回避したい。

タやニ類の防除には，同一薬剤を連用すると，抵

抗力がついて効果がうすいので，有機塩素剤'l有
機硫黄剤，有機燐:剤の交互使用と，散布水量を多

くすることが大切である。

よ¥切ワラは最低 1カ月前に施用し，

て，腐熱させることが大切であ右。

有機物の不足から，地力の消耗対甚じいので，

養豚家と提携して生豚糞を施用して， -Z3三烏の
効果をはかりたい。

普及所の調査によると， pH7.0以上を示す土壌

が存在しているので，生育，収量の関係を追求す

ることが課題である。

小グループの組織が現存しているので，町単位

の出荷組織に加入促進をばかり，最終的には，南

部3町を一丸とLた連合体を結成し3 産地銘柄を
確立し，系統共販体制の整備が緊要であるb

以上，鹿島ピーマンの栽培の現状と，改善を要

する問題点についてその概要'を述べたイ拙文充分

iこ意をつくさぬと思われるが，関係各位ゐご参考
lこなれば幸いで、あるo f J Z F 

く改善すべき点〉リ;Iこわお

半促成ピーマン標準施肥量 Ckg/lOa)

肥料名 元肥 追 肥 イ緒 三号

堆 sE 2，000 生育状況を見 切ワラのときは
ケイフン 100 て濯水時液肥 1，000kg，この場合
1自 カ ス 150 または液肥源 エスコンを50-60
CDU化成 160-200 を仮!用する。 kg入れる。
高度化号成 60 1回の施肥量 元肥三要素成分777  

液肥 24 N52-P60-K52 
石灰チッソ 40 液肥源 10 
苦土重焼りん 60 
マグポロン 60 
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